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要     旨 

ア．諸言（目的）                                          

うつ病に対する光照射療法は、季節性感情障害や、それ以外の抑うつ状態に対しても有効であることが

知られている。 

双極スペクトラム概念を提唱している Akiskal らによれば、抑うつ気質、循環気質、発揚気質、不安気

質、焦燥気質において、循環気質をもつ者の大うつ病エピソードは双極Ⅱ1/2 型に分類され、発揚気質

をもつ者の大うつ病エピソードは双極Ⅳ型に分類される（Akiskal, 2008）。 

今回我々は、光照射量が気質に与える影響について、健常人を対象とした調査を行った。          

                                              

イ．研究対象及び方法（材料を含む）                                 

56 名の健常者ボランティアを対象とした。被験者の年齢は 26.9±5.9 歳、性別は男性 39 名、女性 17 名

であった。TEMPS-A (Temperament Scale of Memphis, Pisa, Paris, and San Diego-Auto questionnaire 

Version)を用いて抑うつ気質、循環気質、発揚気質、不安気質、焦燥気質の評価を行い、          

光照射量を測定するため腕時計状のアクチグラフィを装着し、天然光及び人工光の照射量測定を行った。    

統計処理として 5つの気質それぞれの得点と光照射量についてはピアソンの相関係数を用い、しかる後 
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に重回帰分析を行って光照射量と関連のある気質について検討した。                   

ウ．結果                                              

ピアソンの相関係数を用いた解析の結果、                           

・焦燥気質、不安気質の得点は光照射量と関連性がない。                        

・抑うつ気質、循環気質の得点は光照射量と負の相関関係が成立している。                

・発揚気質の得点は光照射量と顕著な正の相関関係が成立している。                   

次に、上記を踏まえ、抑うつ気質、循環気質、発揚気質を独立変数とし、光照射量を従属変数として重

回帰分析を行ったところ、発揚気質は光照射量に強い正の影響を受けており、逆に循環気質は光照射量

が増えると負の影響を受けることが判った。                              

                                               

エ.考察                                              

発揚気質と光照射量の関係については先行研究（Hoaki et al., 2011）があるものの、今回新たに循環

気質と光照射量に負の関連性があることが判明した。この事は循環気質者において光照射量が減ること

で気分の変動が大きくなり、気分障害エピソードの発症、再発を起こしやすくなる可能性があることを

示唆していると考えられる。また、発揚気質者については日照量が減ることで気質傾向が安定し、気分

障害エピソードの発症、再発は起きにくくなるかもしれない。                      

                                              

オ．結語                                              

光照射療法の適応においても個々人の循環気質、発揚気質の有無を考慮することでより治療効果を明確

にすることが期待できる可能性がある。                                

なぜこれらの気質が光照射量と関連しているのかについては今後さらなる研究が必要であろう。       

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


